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早稲田大学国際学術院教授　天児　慧　氏
みなさん、こんにちは。ただいま紹介いただきました、早稲田の天児でございま
す。日中関係なかなか厳しい状況が、特に2010年の漁船等衝突事件、2012年の尖閣
国有化に端を発した反日デモなどが起こり日中関係は緊迫していますが、こういう
なかで、他方中国はかなりの経済発展、軍事力の増強の中で力をつけていき、決し
て一歩も引かないというどころか、日本に対してむしろ非常に威嚇的な姿勢を示し
ているといいますか、非常に強硬な形で関わってきている。日中関係は非常に厳し
い。そういう状況を迎えてここ数年間、本当に、日中関係は冷え切った状態になっ
てしまいました。これは政治ではいうまでもなく、首脳会談も開かれない。大事な
それぞれの分野、たとえば経済、あるいは安全保障といった分野でも中心的な、そ
れを担うような人の間での会話すら開かれないという、こういう状況が続きました
し、経済も日中貿易も低迷状況、むしろやや減少するという状況。それから、直接
投資にいたっては、今年の春、私がみたデータでは昨年の前年比が48%減、半減く
らいの勢いで対中直接投資が減少している。そういう意味で、よく使われる「政冷
経熱」という言葉が「政冷経冷」というような、そこまで落ち込んでいる状況が、
この間みられたと思います。
しかし1週間ほど前の安倍総理と習近平の会談――中国側は「会見」として取り
扱っていますけど、形式的問題で私にとってはどちらでも良い――が実現しました
が、これを巡って、いろいろな見方があります。
日本のメディアの見方は非常に厳しい見方をしておりますが、私は日本のメディ
アには登場しませんでした。お呼びがかからなかったわけではないのですが、最
初、テレビ朝日の報道ステーションから電話がかかってきて、日中会談の前に基本
項目4つがなされる、四項目の基本合意という形で日中関係、この中のポイントはや
はり尖閣をめぐる問題。それから靖国参拝をめぐる問題、これを強く習近平側はポ
ジティブな回答を出せと安倍さんに要請し、それをしない限りは会談しない、会わ
ないという強い姿勢だったのですけれども、この四項目合意が実現しました。
どういうことか表面的にはわからないけれども、たぶん歴史認識や尖閣問題を
も緩やかに含むものだと思います。私はすぐにテレビ朝日のディレクターから聞
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いて、それを積極的に高く評価しなければならないと思いまして、それの意向を先
方に伝えると、ポジティブな受け止め方が今のメディアでは良くなかったみたいで
す。それで違う方に変えられたという話なんです。
それから土曜日のNHKにも、私の姿勢はこういうことですよ、今回の日中会談は
前向きに捉えたということでいいですか、というふうに申し上げましたところ、お
断りされました。少し出たのがテレビ東京、ワールドビジネスサテライトという番
組ですが、これは1時間近くインタビューを受けたが、実際に出たのは10秒くらい。
何がいいたいかといいますと、日本側は今回の、安倍、習近平の会談に対して非
常にリスティック、問題性を積極的に暴き出す、描き出すというそういう方向のメ
ディアの動きがあったんです。それで私は、それに対して合わなかった。そういう
論調に合わなかった。これはよくあることなんです。
実は、尖閣諸島問題でも日本のテレビの報道の仕方、新聞の書き方、ネガティブ
報道が非常に強い、これに対して実は『環球時報』、中国のことをやっておられる
方は『環球時報』がどういった性格の新聞なのかおわかりだと思いますが、非常に
わかりやすい言い方をしますと、よく言われるのは中国の『産経新聞』、非常にナ
ショナリスティックな論調で、対日強硬姿勢を煽るような新聞です。その『環球時
報』からインタビュー記事を書きたいという連絡がありまして、その時に私は、私
の書いてあることをちゃんと報道してくれるのであれば書きましょうと、文章を変
えたり、あるいは私の主旨と違うようなこと、私の表現が揺らぐような取材には答
えません。とはっきり言ったんです。そうしたら1日経ってから、先生の書いたもの
すべてを載せます、という答えが返ってきたんです。なら、書きましょうというこ
とで書いたのが実はこの記事なんです。
質問が、日中会談の意義、会談は実質的なものか形式的なものか、ということか
ら始まるんです。日中関係の将来展望はどういうものか。それから、日中関係の国
際社会に対する影響をどう思うか。それから4番目として、対立の原因をどう考え
るか、という質問がありまして、その質問に対して私は非常に丁寧に答えました。
カットされた部分もありますけれど、基本的には私の言いたいことをほとんど報じ
てくれた。
それからもう一つ言いますと、香港のフェニックスという注目される記事で有
名なテレビ局ですが、香港のフェニックス（やや中国より）も、それから『明報』
（ミンパオ）という中立系紙として1番信頼が高い新聞ですが、ここも取材で私の報
道を主旨に沿ったもの報じてくれております。私は何を言いたいかというと、日中
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関係に対して中国側は非常に積極的に改善に向けて動き出したということが事実か
らしてみえる。事実を通してみればそういうことだということを申し上げたい。
ところが、日本の報道というのは必ずしもそうではなくて、ネガティブに報じて
いる。特に、安倍さんと習近平が会うときに、習近平は顔も目も合わせようとしな
かった。それから、後ろには日本の国旗もなかった。非常に差をつけて、あえて日
本を上から見下ろすような態度できたと強調していたのですね。それからちょうど
その頃に小笠原近海でサンゴ礁を密漁している事件が起こっていた。それを大きく
報道して、APEC首脳会議と重ね合わせるような形で議論している。そうすると中国
に対する一般の、国民の心理としてはネガティブに捉えざるを得なくなるんです。
それぞれの側面をみていけば、それぞれ事実だ。しかし全体的に見ることが必要
で、中国が本当に狙っているもの、意図しているものは何なのか。ということは分
けて考えなくてはならない。
APECをめぐる議論の中では、私は中国は日本との会談を必要としていると、と
いうことを言い続けてきておりました。実は今年（2014年）の3月ごろからそのよう
に言っていたんです。8月の初旬に、『日経ビジネス』という、ネット中心に出して
いるところ新聞社からインタビューが来まして、それは何ページにも及ぶ大きな記
事になったんですけれども、そこで私は安倍さんと習近平さんは会う、会談は実現
すると思うと申し上げたんです。
その大きな理由は中国にとって、APECという会議を成功させることは非常に大
事なことで、そこで安倍さんだけには会わない、あるいは日本、フィリピンのアキ
ノ大統領とは会わない。これは国際社会ではみっともない姿なんですね。みっとも
ない姿を見せたくないという考え方は中国側には絶対にある、と読めるわけで、そ
れがまず1つ。
それから、中国は日本を必要としていると、実は非常に強気で日本に対して、対
応して示しているけれども、今の中国の国内事情を考えれば、日本との関係を良く
することは必要なんだと、この2つの側面から私は2人は会うだろうということを言
い続けてきた。会うということを言い続けることは大変勇気がいることです。どう
しようかなと内心思っていました。今になって狙い通りだったかなと、そのような
ことを自分の中では思っているんですが、ちょうどここに来る途中で読んだ、今日
の日経新聞の二面に日中会談のことが書いてありました。ここに書かれているのを
みて「会談を求めたのは習近平氏」というタイトルで書かれている。これは、ほぼ
自慢話、私の読み通りです。これが中国側の本音です。
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この間いろんなところで日中関係についてしゃべっているから、どこでしゃべっ
たか忘れましたけれども、安倍さんがもし習近平が会わなかったら、安倍さんは開
き直ったらいいと、そして堂々と北京の地で他のいろんな国のトップと会談すれば
いいと、そうすれば1番恥をかくのは中国。会うか会わないかはそんなに心配しなく
ていいと、という話をしたこともあるんですが、今回の動向をみて私はなおかつ、
一つ確信したのは、これから日中関係は前進するということです。絶対に前進する
んです。その前進するということが、ちゃんと日本のなかで確信が持てないと、遅
れをとるということです。
四項目合意を作ったということは、普段では考えられないことですよ。首脳会
談が実現する前に基本的な合意をするというのは、奇妙な話です。日中首脳の会談
のためにわざわざ課題を調整して、これからお互いが同意のもとに日中関係考えま
しょうといっているわけで、ただ首脳があったという形式的な問題じゃない。です
から、これから私は日中関係が回復・発展していくだろうと、私のあとに徐先生が
お話しされると思いますけれど、徐先生が中国の雰囲気を少し伝えてくれると思い
ますが、中国側は非常に日中関係に対して一般の人たちはポジティブだ。私もいろ
んな留学生を抱えていろんな情報が入ってきますけど、やはりある程度わかりま
す。ですからそういう意味で、もっともっと日本のメディアは日中関係をポジティ
ブに受け止めてほしいと思うけれども、それが弱い。
先々週、10日ほど前に早稲田で中国のシンポジウムを行いました。そのシンポジ
ウムでも、日中関係をやりました。私は総合司会をしていたんですけれど、経済面
で日中の楽観論を主張する研究者がいるんですけれど、登壇して色々喋ってもらっ
たんですが、中国にとっても日本にとっても経済の回復、日中関係の経済の回復を
しなければどっちもマイナスだと、我々、中国をいつもみている人間からすると当
たり前のことなんです。だから政治的なネックさえとれば、やはり日中関係という
のは、もっともっと発展するし、相互にとってプラスになるということは私は常識
だと思います。
いま残念なのは、いろいろな相互不信の状況あるいは日本でいえば対中感情の
悪化。中国の対日感情も悪い悪いというけれども、私は日本の方が深刻だと思いま
す。そういうようなことを考えて我々は今後、日中関係をどういうふうに考える
か。そのために今の習近平体制が何を考えているかを話さなければいけない段階に
なりました。
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習近平の国家戦略を考える場合、2012年の11月に彼が総書記に就いて、最初に記
者会見でいったことは「中国夢」を実現すると繰り返し強調したことから始まりま
す。何度も何度も「中国夢」というんですね。「チャイナ・ドリーム」とは何か。
具体的に見えてなかったんですが、その翌年の13年に入ってから、「2つの百年」
という目標を設定する。「2つの百年」、これは日本人にとってあまりにもつかみど
ころのない表現です。日本人は二,三年先、ましてや何十年も先のことは予想はあま
りしないし、目標も立てない。もう今回の総選挙は何のためにやるんですか。総選
挙を何のためにやるのかわからないけれど、なんとなく雰囲気的にやっちゃう。だ
いたい大きな手を打つのは目標があって手を打つんですけど、その目標があるのか
わからないけれどなんとなく総選挙してしまう。これに対して、中国は百年先の話
をしているっていうことです。習近平は生きていないのにかかわらず、生きていな
いのにいえるっていうのは中国人、無責任にいえる。何をもって百年といっている
のかわかりませんが、百年が好きですよ。鄧小平も百年の話を良くしましたね。百
年は改革開放は続ける。あなた保証できるの。鄧小平に聞こうとしても死んでいた
わけですけれども。
そういうことで、習近平の言う百年は、2021年、2049年。
2021年は共産党創立百年までに、私の勝手な予測ですが、間違いないと思います
が、アメリカに追いつくこと。GDPでは今の成長を続ければ追いつくことがわかり
ます。
それから次の百年は2049年、中華人民共和国建国です。この49年の時点では世界
を指導する。つまり、パクス・アメリカーナの時代からパクス・シニカの時代を作
るという目標です。それをもう少し具体的にみると中華民族の偉大な復興という言
葉が出ている。やはり長い歴史を背負った国だなと思います。しかも非常にプライ
ドの高い国だなとも思います。レジュメに書いてある通りですが、私は（2）番目が
ひとつのポイントだと思いますが、中国が大国外交をしようとしているわけですけ
れど、それは何か、よく中国のリーダーがいうことは21世紀の新型大国関係を創造
するんだと、これはオバマとの会談でよく使われる。つまり、米中が世界をリード
する大国関係、米中が協力してやるかといったらそうではない。
その一方でアジアの問題は、アジアで解決する。ということを習近平は使うよ
うになって、つまりアジア圏を作ろうとしている。我々はというのは私も含めてで
すけど、1990年代から2000年代のはじめに、東アジア共同体という議論がされまし
た。私も積極的推進論者であるわけですけれども、その絶頂が鳩山由紀夫さんが総
理のときの東アジア共同体の提唱ですね。この東アジア共同体論はもう萎んでし
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まったわけです。その中で着々と戦略を練ってきた中国はいまや、中国のイニシア
チブでこの東アジアというものを、自分の影響圏にしていこうとする議論。これを
大中華圏、私が作った言葉ではないんですけれども、オーバーシーチャイニーズの
学者がよく使って、段々と浸透してきたという話です。
皆さんは少し考えればわかると思いますが、中国が経済大国になって、そして少
なくとも周辺国、中国の周辺国においては、すべて貿易相手国は中国、日本も含め
てです。すべて中国です。それから中国の人民元がその時の兌換紙幣として使われ
るようになります。日本との貿易も人民元で兌換できるようになってきているわけ
です。つまり経済の影響力、軍事力の影響力を強めて、中国がまさにアジア地域に
おけるイニシアチブを取る。そして欧米の名手であるアメリカと一つのバランスを
取っていくのが大きな戦略ということであります。しかし中国は、いままでの話だ
けだとパクス・シニカの時代がくると思っているように見えるけれども、それはそ
う簡単ではないということをいまからお話しします。
中国は現在深刻なジレンマに陥っています。この間、私は4つのジレンマという言
葉を使います。松村先生のゼミの学生たちが私の本を使って勉強してくださったと
いうことを伺って少しいい気持ちになっているんですけれども、その本の中で4つの
ジレンマの話をしてあります。4つのジレンマについて話します。
1番目に経済成長主義と平等公平社会のジレンマについて、これは共産主義、共
産党です。平等な公平な社会の実現というのはお題としてあるわけだけれども、中
国は格差ばかりが広がっているという状況、これはジレンマにもなってしまってい
るわけです。鄧小平の時代は先に豊かになれるものは先に豊かになっていい、先に
豊かになれる地域は先に豊かになっていいと、だけど後でみんなで豊かになろうね
と、（先富起来、然後共同富裕）という言葉を使うんだけれども、いまの中国は
「後でみんなで豊かになろうね」と言う考え方をどこかに棚上げした状態だろうと
思います。それは100年、200年の先を考えればわかりません。しかし、いまや格差
は広がる一方であるということです。
2番目は大国主義路線と国際協調主義路線のジレンマ、やはり中国は大国として振
舞う、そのためには非常に強気でいかなければならないということと、パワーポイ
ントのCで書きましたけれど、中国は冷戦が崩壊してからずっと言い続けてきた言葉
です。外交戦略として「多極化」、そして「国の大小、強弱、貧富の差を問わず、
すべての国が公平な国際社会に実現する」といってきたんです。「国の大小問わ
ず、貧富を問わず、強弱を問わず」という考え方に対して、近年は、堂々と「大国
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トして振る舞う」、米中においてのみ「大国関係」という考え方を使うなどと言っ
ているのです。この二つの考え方は根本的な違いがありますが、どちらなのか?これ
もジレンマに陥っているといっていいい。
それから3番目のジレンマは、中国の社会主義、中国社会主義市場経済のジレン
マです。近年盛んに中国自身が「中国の特色ある･･･」を強調します。そしていまや
「中国モデル」という言葉も使われます。私は研究者として歴史のプロセスをきち
んと追っかけてきた人間としては、いかに言葉がいい加減か、中国の成長は中国モ
デルで成長したんじゃないんだ、中国は欧米モデルで経済成長を実現したんだこれ
は事実です。中国の最も権威ある長老の経済学者、呉敬漣さん自身がそういってい
る。だけどいつの間にか成長した後に、「中国式」「中国モデル」という風な、幻
想を与えて、そして他の国も見習いなさいという議論をしています。中国は一般的
にその開発経済の基本的なラインに沿ってやった結果が中国の経済成長になりまし
た。もちろん、たとえば経済特区を作るとか。社会主義市場経済という形で政治の
引き締めをしながら、経済発展させるとか、それはそれとして特色があるかもしれ
ないけど、基本的な流れは開発経済を進めていく。そのために政治的安定を維持す
るというやり方であって、別にそれは中国モデルでもないんです。しかし、こうい
うふうにいわなきゃ、いうことによって自らの特殊性を出そうとしています。しか
し皮肉なことに、中国が世界のリーダーになろうとすればするほど、中国が普遍主
義というものに対して正面から向き合わなきゃいけなくなります。中国が特別だっ
たら、ああそうっと、中国は特別だからねと、中国は特殊だからねといわれたら、
中国は世界のリーダーになれないんです。だからそこが大きなジレンマになってい
ます。ただ、やはり10月に行われた中国共産党第4回中央委員総会は、非常に重要な
会議で、そこで習近平が掲げたのが法治です。法で持って統治をする、しかし我々
の西側の感覚からいうとRule of LowというのはLowの価値が最優先されなければな
らない。ところがいまの中国はRule by Lowです。つまり法によっていろいろ処理す
るということであって、法が絶対的な価値を持つのではない、絶対的な価値を持つ
のは共産党の指導です。これをどう解釈するのかというのは結構難しいのですが、
簡単にいってしまえば中国の民衆、賢人による民意を解き、民意のための税制を行
う、中国の党の指導を前提に法や規則によって物事を処理します。Rule by Lowのジ
レンマです。
そして最後のジレンマは一党体制につながっている。時間があまりないのでそこ
に書いてあるのを見ていただいて、終わります。この4つのジレンマに対して中国は
どうこれから平和的な安定を維持しながら公平な国際協調路線、普遍主義、そして
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多元的な民主的な移行できるのかということが100年くらいかもしれませんが、非常
に重要な課題です。
習近平の指導体制の分析をすべて省略いたしまして、最後に日中関係というもの
をみて、大きなポイントは、アジアでパワートランスミッションが起こっています。
それを日本はやはり直視しなきゃ駄目です。パワートランスミッションは明らかに中
国がパワーをつけて日本のパワーは落ちてきている。これは事実です。それを含めて
我々はどうするか。私の問題意識の中には、そのパワー優先主義の社会はおかしい
ということを訴えればいいのです。パワーが落ちているからパワーを回復させようと
いうのはいまの安倍さんの基本的な考えで、成長主義にもう1回戻りたい、だけど日
本は人口は減っていく高齢化社会は進んでいく、いろんな成長要因というのが段々な
くなってきています。こういう要因がなくなってきている前提を考えれば、パワーが
全てだという発想を転換させることを我々をよしとすべきなんです。そうすると中国
よりも先に行けるんです。中国はいまパワーしかないんだから、だからパワーでどう
ぞやってください。でも私たちはこちらでちゃんとやっていますから、それもみてて
ね、こういう風にいえばいいというのが私の考えですね。それをやらなかったら、新
しい冷戦枠組みが形成されてしまうよということです。
そして重要なのは、中国はアメリカをどうみているのか、アメリカをどう思ってい
るのか、日本人も押さえておかないといけないことをここでは申し上げておきます。
おそらくアメリカというのは中国にとってまずは「脅威としてのアメリカ」、こ
れはもう否定できません。だからなんとしてもアメリカに対抗できるようにしてい
るわけです。しかし同時にアメリカは「パートナーとしてのアメリカ」という見方
が中国の中にあるということです。やはりこれは、中国は日本と違う見方をしてい
るというのがポイントだと思います。今回のAPECでも盛んにパートナーシップと
いうことをアメリカとの関係においては強調したい、CO2削減一緒にやりましょう
ね、というわけです。僕はあれは演技だろうと思います。CO2削減なんて誰がみて
も世界が一緒になって取り組まなければならない話であって、別にアメリカと中国
でわざわざ声明を挙げなきゃいけないというわけではない、当然やるべきことなん
です。だけどアピールすることによって米中が手を携えて世界をリードするんだと
いうことを見せたい、そこが一つの演出なんです。
「目標としてのアメリカ」は明らかにあるんだけれど、目標としてのアメリカ
がおもしろいのはパワーポイントの②ですよ。世界銀行と国民発展中心で2030年の
中国という展望のレポートを出しているんです。世界銀行は実質的にはアメリカで
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す。このアメリカと中国の国賓とが一緒になって国民発展中心の党のトップは習近
平のブレーン中のブレーンです。経済ブレーンです。これが一緒になって、2030年
の中国というレポートを出しているんです。これを私は非常にシンボリックだろう
と考えています。
日中関係は引越しができない隣国関係だとよくいう。これは正しい表現ではな
い。引越しのできない関係でも付き合わないこともありうる。隣近所なんだから付
き合わなければならないことはない。でも日中は付き合わないわけにはいかない。
切っても切れないいろいろな繋がりが絡み合ってしまった。それほど密接な関係が
日中なんです。そうした話しをいろんなところでしつこくいったら安倍さんも夏の
国会演説でそのようにいってくれたからほっとしたんだけれども。好きだろうが嫌
いだろうが付き合わなきゃいけないということをしっかり認識しなきゃいけないと
いうことが一つです。それを具体的に考えたのがそこに書かれているようなことな
んです。
最後に最近思っているのは、日本人は、最初に申し上げたようになかなか対中
関係に対する姿勢が厳しいです。だけどこれをどこかで転換していかなきゃならな
いのです。そのためには政経分離論という言葉を思い出しましょう。かつて日中国
交正常化する前に「政経分離」という言葉があったんです。私は今日の日中関係の
状況を鑑みると戦略的「政権分離」論を展開してもいいんじゃないかと思います。
とにかく政治が冷えていたって、経済はちゃんとやりますよということで、そした
ら、最近の傾向でAPECのあとに、たとえばミャンマーでASEANの会議があって
G20がオーストラリアであったわけです。みんな一緒になってやろうとしているの
は中国との関係は経済に関してはしっかりやりましょうねと、でも政治に関しては
ちゃんと固まりますよと、APECがそうです。昨年のカンボジアのプノンペン会議の
ときはASEANの会議が分裂して、声明を出さなかった、今回は共同声明を出しまし
た。今度のG20でも、G20の中でアメリカと中国が日本とオーストラリアの連携が非
常に強まってきています。これは政治においては中国の思うようにはなりませんよ
ということです。
しかし経済では、NAFTAをみればわかるようにオーストラリアと中国のNAFTA
が成立しました。というように経済はしっかりと中国とやりましょうねという状況
です。ですから私は政権分離というのは、広い意味では世界規模で進んできてい
る。もう一つ私が勝手に作った言葉ですが、「官冷民温」の枠組みは日中関係と作
りましょうと、もう政治がおかしくなると、民間までおかしくなっちゃうというの
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は情けないじゃないですか。政治がおかしくなっても、勝手にやってくれと、戦争
をしない状況だけと作っておけば政治で批判しあって不信感があろうがなかろうか
いいと、我々民間はしっかり落ち着いた関係を作りますよということを目指そう
と、今日みなさんがこれからやる地方交流、まさに民間交流、特に声明交流。これ
が大事なんだということを申し上げて4分ほど時間をオーバーして私の本の宣伝をす
る時間は無くなりましたが、終わります。
ありがとうございました。
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䋻഑቟ỉೌщỆݣẴỦ㻯㼔㼑㼏㼗㻌㼍㼚㼐㻌㻮㼍㼘㼍㼚㼏㼑ỉॖԛỂỉൟɼởඥ඙ểီễỦ
ɶ׎ỉ ᾃếỉἊἾὅἰίᾃὸ
ṡσငηɟη˳С㼂㻿ٶΨႎൟɼɼ፯˳С
㼍㻕ɟη˳СỉἾἊἘỵἰἉὊỊᾎ
Ὁσငɭမỉܱྵ䊻݈ࢍỉɶ׎ỉܱྵᾌग़׎ɼ፯ࢍᛦ
ὉẐܤܭầɟЏỆΟέẑᾌฆʏỉɶ׎Ịүᨖ
㼎㻕ẲẦẲᅈ˟ỊٶΨ҄ẲẆൟɼႎễἽὊἽẆἉἋἘἲử൭ỜỦ
ὉẐૼπൟᢃѣẑẆᅈ˟ႎɧ฼ޖỉ࢐ןኵጢồ㻔඙ܤᝲ࣯ف㻕
ὉܱᨥỆỊẐỺἼὊἚỉηẑồᾌଏࢽೌႩޖỉМႩˊࡰ
䋻ɟη˳СỉἾἊἘỵἰἉὊộẴộẴվڂ
㼏㻕ૼẲẟወ඙ỉἴἙἽểἾἊἘỵἰἉὊử൭ỜỦ
䊻 Ὁ㻞㻜㻝㻟࠰Ẇࣄ଑ٻܖỆẐɶ׎ἴἙἽᄂᆮἍὅἑὊẑầᚨᇌ
䋻ɶ׎ỊᾃếỉἊἾὅἰỆੵủѣẟềẟỦẆ࠯ԧႎễܤܭႎ
Ệπ࠯ᅈ˟Ẇ׎ᨥңᛦែዴẆ୍ᢄɼ፯ẆٶΨႎൟɼᅈ˟ồ
ỉᆆᘍầᡶỜịޒஓầ᧏ẬỦ
፼ᡈ࠯ਦݰ˳С䇷ီࠝễᨼೌểͨᡈ
ίᾀὸஇ᭗ἯἋἚݼ˓ˌஹẆἯἋἚỉᢅйễᨼೌ
ṞηὉ׎ܼὉ៾ỉஇ᭗ೌщẆṟ׎ܼܤμ̬ᨦۀՃ˟ɼ˓
பΰࢍẆࢌࣈ൶ẆᒕᧈᇕẆᚩυʰẆ౶๹⟤Ụ૎ೌ࠴ᢿẆٳʩẆπܤẆᝠ
ѦẆʩᡫᢿᧉỉ᧚·ኢẆ Ṡμ᩿ો᪃ਦݰݱኵኵᧈẆ
ṡἳἙỵỴὉἇỶἢὊἍỿἷἼἘỵὊਦݰݱኵᧈẆṢɶځᝠኺਦݰݱኵᧈ
ίᾁὸ፼ᡈ࠯ỉͨᡈἂἽὊἩ
ቮ৆୿ίࡰπܴɼ˓ὸẆྛޟޛίٽ܇ηὉᙹࢷ౨௹ۀՃ˟୿ᚡὸẆфᩏޛ
фเίٽ܇ηὉዮࢸѮᢿ૎඙ۀՃὸẆᨑࠎίฌᓙٻܖӷᆸẆᅹܖ২ᘐң˟
୿ᚡẆɶኵጢᢿࠝѦиᢿᧈᾎὸẆфᰋίᝠኺਦݰݱኵࡰπܴɼ˓ὸ
ⷸ⚈䚸ᦩኰ៾䚸ᮒᅜᓠ
፼ᡈ࠯ਦݰ˳С䇷៾ểσׇ᩷ểỉ᧙̞
ίᾂὸ៾ਦݰᢿểỉ᧙̞
иɼࠗᾉርᧈᇕẆᚩυʰίᆰ៾ɥݩὸẆ
׎᧸ᢿᧈᾉࠝɢμίῒෙὸẆ
ዮӋᜅᧈᾉ৐޻᠗ί҅ʮῒᏙὸẆ
ዮ૎඙ᢿɼ˓ᾉࢌᨗί࠼߸ῒ፼Ὁࢌᩗỉ܇ὸẆ
ዮࢸѮᢿᧈᾉឮΰჽίҤʮὉ፼ὸẆ
ዮᘺͳᢿᧈᾉࢌӍ̕ίິᨗὸẆ
ෙ៾ӮˋᾉԒѨМίသ㻜㻠иዮӋᜅᧈὸẆ
ᆰ៾Ӯˋᾉᬔ୔ټẆ
ᇹʚᄉτӮˋՃᾉᮀᯙԧ
Ὂ፼ᡈ࠯ểỉࢍẟếễầụࢊẟᾉʻׅỉɶځ៾ʙۀՃ㻝㻜Ӹɶ㻥ӸầᏙ᥯ລɥݩ˓ԡ
ίᾃὸσׇ᩷ểỉ᧙̞
፼ỊᐯỤỉỶἝἉỴἘỵἨỉᄩ̬ỉẺỜỆܱឋႎễ૎ሊൿ
ܭỉఋ࣎ẦỤ੎ᨊὊܤμ̬ᨦۀՃ˟Ẇμ᩿ો᪃ข҄ݱኵẆ
ɶځᝠኺਦݰݱኵẆỶἙỼἿἀὊῒἇỶἢὊ἟ἕἚݱኵễỄ
σׇ᩷Ὂ᱈ẾềỚềẟỦཞ७Ầᾎ䋻பΰࢍẆൺබẆபเஔỉ෇ѣỊႸᇌế
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ᚕᘍɧɟᐲỉࢍᄒٳʩ
ίᾀὸ㻭㻿㻱㻭㻺ỉЎૺᾎᾌᚃɶ෉ẆɶᇌểӒɶ෉ỉЎૺᾎ
ό㻞㻜㻝㻞࠰ỉ㻭㻿㻱㻭㻺ᬍᏯ˟ᜭỂỉσӷ٣ଢễẲ䊻ឭൔểỉݣᇌນ҄
ίᾁὸẐᢒʩᡈૌẑίҤἉἜෙẆிἉἜෙỆᡈẟ׎ểỉݣൿẆẸủˌٳỉԗᡀ
ᜂ׎ểỉңᛦẆ഑߸ỴἧἼỽểỉңᛦẆ቟׎ѬщἉỹỴ᧙̞ὸ
䋻㻝㻟࠰㻝㻜உỉ፼ᡈ࠯Ẑԗᡀٳʩ߻˺ẑ๫ᛟểီễỦᾎ
όɶ׎ỉỴἊỴỂỉࢍٻễೌی˳СỉನሰႸਦẴί፼ỉॖ׋ᾎὸ
όෙᆰ៾ὺෙබ᝻เ᧏ႆἂἽὊἩỉࢍᄒễᘍѣί፼ỉ᩼ॖ׋ᾎὸ
ό׎ϋỉ૎ऴɧܤܭ҄䊻ݣٳࢍᄒែዴỂዜਤί㻮㼡㼠μ᩿ࢍᄒỊׅᢤὸ
ίᾂὸ㻞㻜㻝㻠࠰ỉ㻭㻿㻱㻭㻺ᬍᏯ˟ᜭẆҤἉἜෙऴѬỆẐขЦễভࣞửᘙଢẴỦẑ
ểỉ٣ଢử੔৸ẲẆɶ׎ỆᐯСử̟ẲẺ䊻㻭㻿㻱㻭㻺ỉኽளዜਤ
ίᾃὸἉἵὅἂἼἻ˟ᜭỂỉɶ׎ỉܔᇌ҄
ᾌҤἉἜෙỂɟ૾ႎễྵཞ٭୼ử׋Ủɶ׎ỆЈࠗᎍӈẲẟ৤ЙᨼɶẆዬ
ᡐẲẺီ̊ỉޒ᧏ẇỶὅἛЈࠗᎍᾉɶ׎ỉҤἉἜෙ᪸ஊೌɼࢌỉఌਗểẴ
ỦẐʋെዴẑỆếẟềẆẐෙỉɥỆዴửọẟềᐯ׎᪸ểẴỦỉỊ׎ᨥඥểỊ
Ⴛẟủễẟẑểỉ৤Й
䋻ʻׅỉ㻭㻼㻱㻯ỂỊݣٳࢍᄒử̲ദẦᾎ
ଐɶ᧙̞ỉᙻࡈᾉிỴἊỴẦỤ
ίᾀὸிỴἊỴỂʻଐឪẮẾềẟỦἣὁὊἚἻὅἊἕἉἹὅ
䊻ἣὁὊἢἻὅἋỉನᡯႎ٭҄ίཎỆଐɶ᪡᧙̞ὸẆႻʝ
̔܍ನᡯỉ٭҄ίҥዴႎႻʝ̔܍ẦỤዂộụӳẾẺನᡯὸ
ồỉႻʝྸᚐࡇầẨỪỜề˯ẪẆ଒ẟἣὁὊἄὊἲႎ
ễݣϼၲඥồ
Ṟɶ׎ᾉἣὁὊ࣯فᾋᾁಊನᡯᾍὺᾋٻɶᓙחನेᾍᡙ൭
ṟଐஜᾉӨ᪽ɶ׎ỉᏣیفẦỤܤμ̬ᨦỂỉݣ቟̔܍Ẇଐ
቟ܤ̬ỉࢍ҄ồ䊻ɶ׎Ѽ׊ዡ࢟঺ỉѐщ
Ṡ᪡׎ᾉଐɶݣᇌẐ๤پỉМẑὺӨ᪽᪡׎ỆợỦỶὊἅὊἽὉ
ἣὊἚἜὊỉᡙ൭
ίᾁὸẮủỤỊႻʝݣᇌяᧈ䊻ẐૼϬ৆௒ኵỚẑử࢟঺Ầᾎ
ଐɶ᧙̞ỉᙻࡈᾉɶ׎ỆểẾềỉ቟׎
ᾀẆᏣیểẲềỉ቟׎
Ṟ៾ʙщỉן͂ႎᢌẟ䊻ɶ׎៾ʙщỉ࣯فẆ
ṟ৆ဦႎݣ৴᧙̞䊻቟׎Ểỉݣɶᜩ়ᛯểңᛦᛯỉੵủ
ᾁẆἣὊἚἜὊểẲềỉ቟׎
ṞẐᾁᾀɭኔỉૼẺễоᡯႎễٻ׎᧙̞ẑỉ੩ឪᾌᾎᾖᾁᛯ
Ỽἢἰῒ፼ᡈ࠯˟ᛩί㻝㻟㻘㻢ὸᾉ҅ஔᮗբ᫆Ểỉσӷഩᛦ
ṟἣὊἚἜὊồỉբ᫆ΰ஌ỉѐщᾌ㻷㼑㼚㼚㼑㼠㼔㻌㻸㼕㼑㼎㼑㼞㼠㼔㼍㼘 㼍㼚㼐㻌㼃㼍㼚㼓㻌
㻶㼕㼟㼕㻘 㻭㼐㼐㼞㼑㼟㼟㼕㼚㼓㻌㼁㻚㻿㻚㻙㻯㼔㼕㼚㼍㻦㻌㻿㼠㼞㼍㼠㼑㼓㼕㼏㻌㻰㼕㼟㼠㼞㼡㼟㼠
ᾂẆႸ೅ểẲềỉ቟׎
Ṟᾁ὿ᾁ὿࠰ỆᾖᾓᾟỂ቟׎ửᡙẟឭẴ䊻ɭမỉѬщחửἉỹỴ
ṟɭမ᤼ᘍὺ׎Ѧᨈኺฎႆޒɶ࣎ỉσӷನे
䋻቟׎ểểờỆɶ׎ỉசஹửоᡯᾎ
ଐɶ᧙̞ׅࣄὉોծỉӕụኵỚίᾀὸ
ᾋؕஜႎễ᧙̞ᛐᜤᾍ
ଐɶ᧙̞ׅࣄὉોծỉӕụኵỚίᾁὸ
ṻ፼ᡈ࠯૎ೌỉݣଐۋѬ
Ṟᾋɶ׎ầଐஜợụɥᾍỉᇌẼˮፗί׹ỉٳʩὸӖλᙲ൭
ݴ᧚̞ʗעᛐᜤὺ᩹׎ɧӋਖܳᚕ䊻ܤ̿Ӗλ׉ᩊ
ᾌẐɧᛟẑίẮủử፼ᡈ࠯ầỄạᚐ᣷ẴỦẦὸ
ṟბẉểᾋٻɶᓙחನेᾍܱྵỉࠋჽ৙ế䊻ଐஜ੎ᨊ
ỴἊỴૼ̮᫂ᣱ঺ೞನẆᾐᾘᾘᾑẆᾑᾡᾘᾒᾢ᤼ᘍễỄ੩՘
ṻܤ̿૎ೌỉݣɶۋѬ
Ṟࢍẟɶ׎Ꮳیᛯồỉݣ৴ᾌଐ቟ӷႱࢍ҄ὺݣɶѼ׊ዡ
ṟ᧏ẦủẺଐɶᬍᏯ˟ᜭ੩՘ίỶὊἅὊἽἣὊἚἜὊὸ
䋻፼ᡈ࠯Ẇଐɶỉ᧙̞᠃੭Ệ਒ỦẦẆ׎ϋჳႽỉขЦ҄ồỉ
ݣࣖỂଐஜỉࢍщ᣻ᙻẦ
ܤ̿૎ೌỊቭẉểଐɶᬍᏯ˟ᛩẆᾐᾟᾔᾔᾒἋἃἊἷὊἽửẮễẴỉầជଢ
ଐɶ᧙̞ׅࣄὉોծỉӕụኵỚίᾂὸ
ṟ᪸םὉɼೌբ᫆ỊẐྵཞẑửѣẦẰễẟẆ
ὺẐഭӪẑբ᫆ỂỊẆɶ׎૎ࡅẆ᪡׎૎ࡅểỉ᧓ỉᢅӊỆ
ʩỪẰủẺẐഭӪႎӳॖẑử៊ộảỦ
ὺᘮܹỉ࢘ʙᎍồỉᣐॾίଐɶɲ׎૎ࡅầӐỆὸ
ὺᢒẪễẟẲẦỦỔẨ଺஖ỆોỜềଐஜ૎ࡅểẲềỉợụ
ἯἊἘỵἨễ٣ଢửႆẴỦ
䊻ଐஜ૎ࡅỉѐщὺẸủửɶ׎૎ࡅờᚸ̖ẴỦẇ
Ṡ቟ɶ᧙̞ỂਦઇẲẺ㻷㼑㼚㼚㼑㼠㼔㻌㻸㼕㼑㼎㼑㼞㼠㼔㼍㼘 㼍㼚㼐㻌㼃㼍㼚㼓㻌㻶㼕㼟㼕㻘㻌
㻭㼐㼐㼞㼑㼟㼟㼕㼚㼓㻌㼁㻚㻿㻚㻙㻯㼔㼕㼚㼍 㻿㼠㼞㼍㼠㼑㼓㼕㼏㻌㻰㼕㼟㼠㼞㼡㼟㼠 ỉợạễଐɶὉଐ᪡ỉɲ
׎ܖᎍỆợỦႻʝɧ̮ỉዮӳႎᄂᆮЎௌἩἿἊỹἁἚửኵጢẲẸỉ
঺ௐửπᘙẲẆႻʝྸᚐử̟ᡶẴỦ
ṡẐ᪸םẑẐഭӪẑửỜẫỦ઎ụӳỪẶửܖᎍ᧓ỂڼỜỦỔẨ
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ଐɶ᧙̞ׅࣄὉોծỉӕụኵỚίᾃὸ
όἩἻἋἇἲỉ௒ኵỚನሰ
䋻ẐỴἊỴ᩼ˡወႎܤμ̬ᨦೞನẑ࡫ᚨỉᚾỚ
όἋἰἚἻඌٻעᩗὉ඾ඬί㻞㻜㻜㻠῍㻝㻞᫁ႆὸẆׄ߷ٻעᩗ
ί㻞㻜㻜㻤ὸẆிଐஜٻעᩗὉ඾ඬί㻞㻜㻝㻝ὸẆɶ׎ỉٻൢ൲௨Ẇᯓ
ỶὅἧἽỺὅἈễỄಮẉễ᩼ˡወႎܤμ̬ᨦỉբ᫆ầࡇẉ
ႆဃỆờ᧙ỪỤẵẆྵཞỂỊע؏ңщ˳СỊẨỪỜềᏤࢊ
ṞҞܫҞൟỉٶႸႎҔၲᑔỉσӷ࡫ᚨ
ṟٻൢὉ൦ễỄ࿢ؾ൲௨᧸ഥἉἋἘἲỉਘΪ
ṠᯓỶὅἧἽỺὅἈὉἣὅἙἱἕἁ᧸ഥἉἋἘἲỉನሰ
όଐɶ᪡㻲㼀㻭ਖ਼ᡶể˂ỉᐯဌ᝵ତ௒ኵỚὺૼẲẟ᩼ˡወႎ
ܤμ̬ᨦ௒ኵỚᾌңщ̟ᡶὺ㻭㻿㻱㻭㻺ỉᡲઃ
ḷᵲᵮᵮểỉσ܍ẆẴụӳỪẶḵẐỴἊỴٽ࠯බσӷ˳ẑồ
ଐɶ᧙̞ׅࣄὉોծỉӕụኵỚίᾄὸ
ẔႺᡈỉ৆ဦẕ
Ṟଐɶɲ૎ࡅỉЭӼẨễોծỉѐщầᙸỤủễẦẾẺ
ئӳẆᆳႆႎễүೞửᢤẬỦሥྸἉἋἘἲỉನሰ
ṟẐ૎ኺЎᩉẑᛯỉᡞ෇ဇ䊻ଐɶầ୤ܭႎỆϬ᩺Ệ᧙
̞ửዜਤẴỦ௒ኵỚ䊻ኺฎʩ්ầ᠆
ṠẐܫϬൟภẑ௒ኵỚỉನሰồ
όע૾᧓ʩ්Ẇൟ᧓ʩ්ểẪỆ᩷࠰ʩ්ỉਖ਼ᡶẆਘٻ
䈜ṟṠỊʻࢸẆ૎඙ႎễ᧙̞ầफẪễẾẺئӳỂờଐɶ᧙̞ỉ
μ᩿ႎễࢸᡚẆݣႻ৖ͨज़ऴỉफ҄ử᧸ഥẴỦᦆ
ଐɶ᧙̞Ὁɶ׎ᛯỉᡈᓸ
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